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JACLaP WIRE No.83 (2005 年 6 月 2 日発刊) 

************************************************************************** 

本メールは日本臨床検査専門医会の電子メール新聞 JACLaP WIRE No.83 です。 

************************************************************************** 

 

=================================≪目次≫================================= 

【事務局からのお知らせ】 

会員動向（2005 年 6 月 1日現在数 688 名, 専門医  488 名） 

 

【お知らせ】 

【WHO トピックス】 

労働者の病気・事故の数が持続的に増加＜Press April 2005 WHO-185＞ 

-------------------------------------------------------------------------- 
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【事務局からのお知らせ】 

会員動向（2005 年 6 月 1日現在数 688 名, 専門医  488 名） 

 

【新入会員】 

河野誠司 先生：神戸大学医学部附属病院検査部 

  

【所属・その他変更】 

 山中 晃 先生：旧 東京医科大学臨床検査医学 

         新 新宿東口クリニック 

 岡嶋研二 先生：旧 熊本大学大学院医学薬学研究部病態情報解析学 

         新 名古屋市立大学大学院医学研究科生体防御学分野 教授 

 佐竹宣法 先生：旧 JA 高知病院検査科 

         新 香川県立がん検診センター 

 置塩達郎 先生：旧 森本記念検診クリニック 

         新 阪急電鉄 西宮診療所 

 幸村 近 先生：旧 仁友会石田病院 内科 

         新 独立行政法人国立病院機構道北病院 循環器科 

 

【教育セミナー報告】 

○第 2回 GLM 教育セミナー 

平成 17 年 5 月 15 日（日曜日）、都市センターホテルで開催された。 

参加数：19 名。 

○「Good Laboratory Management の実践」について、講演者、参加者の間，参加者同士で

活発な討論が行われ、研修の実があげられた。 

○第 60 回教育セミナー 

平成 17 年 5 月 22 日（日曜日）、昭和大学で高木康先生の担当で開催された。 

参加数：31 名。 

○第 61 回教育セミナー 

平成 17 年 6 月 5日（日曜日）、順天堂大学で三宅一徳先生の担当で開催される予定。 

参加予定 30 名。 

 

【会費の払い込みについて】 

本年度のすでに６ヶ月を経過しようとしています。まだ今年度会費を振り込まれていない

先生はそでにお届けしてある郵便振り込み用紙を用いて振り込みをお願いいたします。な

お、振り込み用紙をなくされた先生は、 
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郵便振り込み口座：00100-3-20509 

         日本臨床検査専門医会事務局 

までお願いいたします。 

なお、ご自身の振り込み状況が不明な先生は、事務局まで E-mail または FAX で事務局まで

お問い合わせください。 

 

【住所変更・所属変更に伴う事務局への通知について】 

最近、住所・所属の変更にともなって定期刊行物、JACLaP WIRE など電子メールの連 

絡が着かなくなる会員が多くなっています。 

住所、所属の変更および E-mail address 等の変更がありましたら必ず事務局までお知らせ

ください。 

住所、所属の変更は、本年度会費の振り込み用紙に記載するか、できればホームページか

ら会員登録票をダウンロードしてそれに記載し、FAX あるいは E-mail でお送り下さい。 

-------------------------------------------------------------------------- 
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【WHO トピックス】労働者の病気・事故の数が持続的に増加 

＜Press April 2005 WHO-185＞ 

 WHO と ILO(国際労働機関)によれば、労働者の病気・事故の数が毎年増加し、世界で 200

万人以上になっている。3日以上の病欠となった労働者の事故は、毎年 2億 6800 万人、労

働者の病気は 1億 6千万人にもなる。 

 労働者が病気・事故で仕事を休んだ影響を世界の GDP でみると、約 4％減少することに

なる。死亡につながる労働事故や致命的にはならない労働事故は、多くの地域で減少して

いる。しかし、中国では増加しており、致命的事故数は 1998 年 73,500 人から 2001 年の

90,500 人に増加し、3 日以上の病欠事故は、5,600 万から 6,900 万人に増加している。ブ

ラジルやメキシコでも同様の傾向がみられている。 

 労働者が罹りやすい病気としては、危険な物質(アスベスト、シリカ、危険薬品)の暴露

により起こるがん、筋・骨格疾患、呼吸器疾患、難聴、循環器疾患、各種の病原体による

感染症などがある。多くの工業国では、労働者の病気・事故による死亡者数は減少してい

るが、アスベスト症による死亡者は増加し、年間 10 万人となっている。 

 発展途上国では、使用されている殺虫剤で毎年 7万人が中毒死を起こし、少なくとも 700

万人が急性または長期にわたり病気に罹っている。工業化のための建設現場では、毎年 6

万人が致命的事故にあっている。 

(獨協医科大学越谷病院臨床検査部 森 三樹雄) 

-------------------------------------------------------------------------- 

 

========================================================================== 

JACLaP WIRE, No.83 (2005 年 6 月 2 日発刊) 

☆発行：日本臨床検査専門医会［情報・出版委員会］ 

☆編集：JACLaP WIRE 編集室 編集主幹：満田年宏 

        TEL:045-787-2721・FAX:045-786-0392 

☆本 WIRE の記事購読(配信・停止)・広告等に関するお問い合わせ先： 

        →E-mail：uys-com＠umin.ac.jp 

☆日本臨床検査専門医会事務局(入会・退会)に関するお問い合わせ先： 

        →senmon-I＠jaclp.org 

☆日本臨床検査専門医会ホームページ 

        →http://www.jaclap.org/ 

☆JACLaP WIRE バックナンバー： 

        →http://www.jaclap.org/wire/index.html#TOP 

-------------------------------------------------------------------------- 
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************************************************************************** 

会員の皆様からの寄稿をお待ちしております！ 

************************************************************************** 

メーリングリスト配信先の変更には 

1.氏名, 2.現行登録アドレスと 3.変更希望メールアドレスを添えて 

uys-com＠umin.ac.jp まで「配信先の変更希望」としてお送り下さい。 

************************************************************************** 

 


